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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は、統合失調症者のリカバリーにおいて、セルフヘルプグループ（以下ＳＨＧ）としての
Schizophrenics Anonymous（以下ＳＡ）が「スピリチュアルな成長」を志向する場としての役割を果たす
可能性を検討した上で、ＳＡに参加した統合失調症者のリカバリー過程を詳細に記述し、「スピリチュアル
な成長プロセス」について論考することを目的としている。
　終末期医療や高齢者介護において、人を全人的に捉えるときに重要とされるスピリチュアリティへの関心
が高まっている。スピリチュアリティは、重篤な病気や障害、愛する人との離別、差し迫った死などといっ
た危機的状況に直面したときに、「スピリチュアルペイン」として顕在化すると考えられている。精神疾患
を患うこともまた、人にとって危機的状況となり得ると言え、スピリチュアリティに対する理解が精神疾患
を患う人を援助する場合にも必要とされる。しかし、こうした必要性があるにもかかわらず、日本における
精神保健福祉領域において、精神障害者のスピリチュアリティについての研究や実践がほとんどなされてい
ないとされる。
　そこで、本論文では、そうした精神障害者への援助におけるスピリチュアリティの理解を促進し、援助の
質向上に資することを念頭に置きながら、ＳＡと統合失調症者のリカバリー過程におけるスピリチュアルな
成長についてＳＡが果たす役割と成長のプロセスについて検討を試みている。スピリチュアリティに関する
先行研究を踏まえ、本論文におけるスピリチュアリティの視座と研究枠組を示した上で、１）ＳＨＧとして
のＳＡがスピリチュアルな成長を志向する場となり得る（研究仮説１）、２）ＳＡに参加した統合失調者に
スピリチュアルな成長が現れる（研究仮説２）という２つの研究仮説に基づき、ＳＡのメンバーである統合
失調者個人のリカバリーに焦点を絞り、スピリチュアリティの視点からその変容プロセスを詳細に記述し、
検討を試みている。
　本論文は７章から構成されるが、その全体像を示すと、まず第１章、２章においてスピリチュアリティに
関する先行研究のレビューを行い、第３章において本研究の理論的枠組を明確化している。その上で、第４
章においてＳＡに関する先行研究及びその実態の把握を試み、第５章では研究仮説１について２つの質的調
査の実施とその結果について検討している。第６章においては、研究仮説２を検討するために0年間に亘る
事例研究の実施と結果の考察を行い、第７章において、本研究の結果について全体的な考察を行い、課題に
も言及している。以下、本論文の要旨を、章順に述べる。
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　第１章「スピリチュアリティとソーシャルワーク」では、スピリチュアリティに関する文献を精査し、ス
ピリチュアリティの概念は多義的で捉えどころがないと認識されがちではあるが、人間の根源的存在に関わ
るものであることを確認している。その上で、欧米ではソーシャルワーク実践やその研究では宗教性を含む
ものが多いものの、スピリチュアルに敏感なソーシャルワークが求められているとしている。日本でも、宗
教的、文化的な背景の違いから、具体的な援助や介入について検討する必要性があるとしつつも、その差異
を超えてスピリチュアリティに向き合うことが重要であるとしている。
　第２章「精神障害者のリカバリーにおけるスピリチュアリティの視点」では、本研究の対象者である統合
失調症者とそのリカバリーに関連させて、精神保健福祉領域でのスピリチュアリティ研究を精査している。
欧米の文献研究を通してリカバリーの定義について検討し、リカバリーは結果であると同時にプロセスであ
るとし、リカバリーという概念にプロセス的要素が含まれるとしている。そして、そのリカバリーにおいて、
スピリチュアリティは、コーピング機能を持つとする。精神障害者は、精神疾患を患うことでスピリチュア
ルな痛み、すなわちスピリチュアルペインを抱くことになる。そこからリカバリーのプロセスは始まる。こ
のことを援助者が理解し、認識することの重要性を指摘しており、そこにスピリチュアルな視点を持った援
助の可能性があるとしている。
　第３章「本研究におけるスピリチュアリティの視座と研究の枠組」では、Carroll （00）のホリスティッ
クモデルと、林の「問い」と「答え」の位相の両理論によるスピリチュアリティの視座を援用することによって、
精神保健福祉領域でのスピリチュアリティの視座について検討している。その上で、本研究の目的と研究仮
説、そして実践との関係について述べている。Carroll のモデルでは、身体（生物）・情緒（心理）・社会的
な成長プロセスと個人を超越する超個人的な成長プロセスから、これらの全側面を含む全体性（wholeness）
へと向かうプロセスをスピリチュアルな発達（成長）と捉える。一方、林の位相理論では実存的・自覚的な「問
い」と「答え」の次元からスピリチュアリティを捉える。この両理論的枠組から、ソーシャルワーク実践とは、
人が精神障害を患うという危機的状況において、「問い」すなわちスピリチュアルペインを抱き、そうした「問
い」を問い続けることを支援することであるとし、本研究の視座とするとしている。
　第４章「ＳＡ（Schizophrenics Anonymous）の展開と課題」では、統合失調症とそれに関連する病気を
持つ人びとのためのＳＨＧであるＳＡについて詳細に検討している。ＳＡのモデルとなったＡＡ（Alcoholics 
Anonymous）は、の回復へのステップを持つ。それを基本としつつも６ステップによってリカバリーを
目指すＳＡが、日本に紹介されることになる。それに基づき日本では、北海道浦河町の「べてるの家」にお
いて８つの回復のためのステップを持つ浦河ＳＡとして始まったのが最初のＳＡ実践であるとされる。その
後これをベースとしてＳＡグループは日本の各地に広がっていく。本章では、こうした一連の経緯が示され
る。第６章で示される事例研究の対象者が所属している大阪ＳＡグループは、浦河ＳＡから派生したＳＡグ
ループの一つであるが、その活動の詳細が記述されている。
　第５章「「スピリチュアルな成長（Spiritual growth）」の場としてのＳＡの検討」では、研究仮説１（「Ｓ
ＨＧとしてのＳＡがスピリチュアルな成長を志向する場となり得る」）を検討するための２つの質的調査の
実施と調査結果についての考察を示している。調査Ⅰでは、浦河ＳＡグループのメンバー７名を対象として
ＦＧＩ（フォーカスグループインタビュー）調査を実施している。約90分のインタビューから得られた記録
を、発言の文脈に沿って意味を持つ内容の全てを断片化し、カード化した後、それらを用いて、ＫＪ法ＡＢ
型により分析している。分析結果から「浦河ＳＡの場で生じた、自らの苦しい過去の体験が、他者をとおし
て自分にとって意味がある体験に変化していく価値転換は、仲間や“偉大な力”とのつながりの中で「生き
ることへの絶望」が「意味ある存在」として確立されていくプロセスであるといえ、それが浦河ＳＡの参加
者の「スピリチュアルな成長」であり、回復（リカバリー）である」としている。
　しかし、この結果には、地域との密着性の強い浦河ＳＡの特性が反映されている可能性があると考えられ
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た。調査Ⅱは、浦河ＳＡをモデルとしてはいるものの、地域性や成り立ちが異なる大阪ＳＡグループについ
ても「スピリチュアルな成長」を志向する場としての働きがあるかどうかを検討するために実施された。４
名を対象として、１時間から１時間半の個別インタビューを実施し、その逐語録から各自の語りを意味のあ
るまとまりごとに抽出し、さらにそれらをカテゴリーに分類したものについて内容分析を行っている。その
分析結果から、「参加メンバーが自らの内面を掘り下げながら、お互いを尊重し主体性を高めていく（ＳＡの）
機能が生み出されていた。メンバーの発言は、浦河のメンバーの発言と重なる部分も多く、地域性、設立背
景が異なっていても、ＳＡへの認識やコミットの仕方は共通している」としている。
　第６章「リカバリーにおける「スピリチュアルな成長」プロセスの記述」は、前章において研究仮説１を
検討し、ＳＡがスピリチュアルな成長を志向する場となり得ることを確認した結果を受けて、研究仮説２（「Ｓ
Ａに参加した統合失調者にスピリチュアルな成長が現れる」）を検討するために実施された事例研究と研究
結果の論考の章である。調査対象は大阪ＳＡグループに参加するＡ氏である。ＳＡ参加前と後の５年に実施
したインタビュー調査（半構造化面接）の結果と手記及び手紙におけるＡ氏の語りを分析している。本調査は、
Stake（006）の分類に従えば、個性探求的事例研究であるが、手段的事例研究の要素も含んでいるとする。
すなわち、本事例研究では、スピリチュアルな成長プロセスの有無を検討するために、Ａ氏固有のスピリチュ
アルな変化を詳細に記述、理解することが主たる関心事となっている。しかし、同時にスピリチュアルな成
長とは何か、という研究者の関心を追求するという側面も有している。ＳＡ参加後の分析は「自己に向かう」、
「他者とのつながり」、そして「自分を超えるもの（超越者）とのつながり」という視点から、時間の流れに
従ってＡ氏の語りにおける変化について考察している。語りの分析結果から、Ａ氏のスピリチュアルな成長
は、自己と向き合い、自己をいとおしむことから他者を信じ、他者とつながり、超越者を信じ、委ねること
へと深化するプロセスであったとしている。
　最終章である第７章「「スピリチュアルな成長」とスピリチュアリティの視点をもった援助」は、Ａ氏の
経験を、スピリチュアリティにおける「自力」と「他力」の関係から整理し直した論考である。結論としては、「統
合失調症者のリカバリーにおける「スピリチュアルな成長」は、病気によって発現したスピリチュアルペイ
ンを日々の出来事や他者とのかかわりの中で実存的・自覚的に問い続けることで、自己と他者（超越者を含
む）とつながり、・・・自己と他者、その存在を慈しみ生きていく日々の生であったといえる」としている。
そして、Ａ氏の変化とソーシャルワーク実践との関係については、「（ソーシャルワーク）援助は側面的なも
のであり、Ａ氏の成長と変容の実際は、・・・ＳＡという自己を語り、仲間と分かち合い、「偉大な力」に触
れる“場”をえて引き出されたものであり、Ａ氏自身が自らの生を創造していったものと考えられた」とし
ている。そして、本論文において、地域におけるＳＡの展開がスピリチュアリティの視点を持つ統合失調症
者への援助になる可能性を示すとともに、援助者はそうしたことを理解し、ＳＨＧの場においてかかわるこ
とが重要であることを示したとしている。
　本最終章では、さらに本研究の限界と今後の課題にも触れている。限界としては、事例研究における研究
結果の普遍化の問題、仮説の設定や対象の選択の限定性、個別性の問題、そして、研究者であり援助者であ
るものとして関わることの影響と結果の解釈における問題などを指摘している。課題として、研究成果の普
遍化に向けた研究の積み重ねの必要性と、それによってスピリチュアリティの多様性と本質に迫りたいとし、
本論文を締め括っている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本博士学位申請論文審査委員会による橋本直子氏の博士学位申請論文審査結果の要旨について、課題を含
め以下の３点にまとめて報告する。
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１．研究の希少性と研究方法の独創性　
　日本においても、終末期医療や高齢者介護においてスピリチュアリティの理解の必要性が、ＱＯＬの観点
から注目されるようになっている。しかし、日本の精神障害者のスピリチュアリティに関する研究は決して
多いとは言えないのが現状である。本論文は、精神障害者、なかんずく統合失調症者のスピリチュアリティ
に焦点を定めたソーシャルワーク援助（以下ＳＷ援助）についての希少な研究となっている。統合失調症者
のリカバリーにおけるスピリチュアルな成長を、ＳＡの役割と関連づけ、長期に亘ってその変容のプロセス
を記述し、検討しており、日本においては極めて希な研究であり、新規の視点と新たな知見を提供している
と言える。
　橋本直子氏は、精神障害者に対するＳＷ援助およびＳＨＧとしてのＳＡにワーカーとして、また研究者
として長年関わってきた。本論文において紹介されている大阪ＳＡの設立にも深く関わった。そうした氏
が、本研究において、研究者としてだけではなく、援助者として調査に取り組んだ。氏は、こうした研究ア
プローチを、調査と実践を同時並行的に遂行する方法として捉え、本研究の特徴であるとしている。古く
は Kirk と Reid（00）がＥＰＭ（Empirical Practice Movement）の中で重視し、今日Ｅ I Ｐ（Evidence 
Informed Practice）でも再び注目され、近年関心が高まっている「語り」の分析においても重視されている、
研究と実践が一体となった研究アプローチと言える。氏が、最終章において課題として取り上げているよう
に、こうした手法はデータの収集や解釈においてバイアスともなり得る。しかし、氏のこうしたアプローチ
が、Ａ氏に寄り添いながら、語りを聴き取り、解釈し、理解することを可能とし、長期に亘るプロセスの中
で、スピリチュアルな成長の記述を可能としており、独創的な研究手法として評価したい。
２．実践的意義
　統合失調症者の援助において、スピリチュアリティの視点を持ち、そのリカバリーの過程を理解するよう
に努めることが重要であること、またＳＨＧとしてのＳＡにはスピリチュアルな成長を志向する起点となり
得る可能性があることを明らかにしたことは本論文の成果と言える。この成果は、統合失調症者へのＳＷ援
助の質向上に貢献するだけではなく、精神障害者に対する全人的援助の推進にも貢献する可能性を有してい
ると考えられる。医学的処置に大きなウエイトが置かれる傾向にある精神障害者への援助には、患者の価値
や置かれた環境、ＱＯＬなどに配慮した全人的な観点からの対応が求められている。スピリチュアリティは、
人を全人的に捉える際に極めて重要な要素とされる。本論文は、統合失調症という精神障害を危機的状況と
捉え、ＳＡという場がスピリチュアルペインに気づかせ、スピリチュアルな成長へと志向させる場となり得
ることを示した。本論文のこうした成果は、統合失調症者のみならず精神障害者に対する全人的援助におい
てスピリチュアリティの理解の重要性を認識して精神障害者に関わることの必要性を示しており、本研究の
実践的意義は大きいと考えることができる。
３．課題
　本論文の精神障害者に対する援助における学術的、実践的貢献度をよりいっそう高めるために、以下の３
点を課題として記しておきたい。
　１）橋本直子氏も課題としているように、事例を積み重ねることによって、多様な精神障害者と多様な環
境においてスピリチュアルな視点を持つ援助方法と援助者の資質向上に貢献することを期待する。２）質的
研究を通して、ＳＡが「スピリチュアルな成長」を促す場であることをより明らかにしていくためには、「ス
ピリチュアルな成長」をより明確に定義づける必要がある。定義に当たっては、本研究において Carroll や
林の理論的枠組を検討することによって、スピリチュアリティにおける個人の変容や成長を捉えようとした
試みから得られた成果を、十分に活かす必要があろう。３）語りの中からＳＡの役割を読み取ることができ
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るが、日々の生活での他者との関係や出来事がスピリチュアルな成長に寄与していることもまた読み取るこ
とができる。そうした出来事を踏まえた上で、事例を積み重ねＳＡの役割について研究を深めることを期待
したい。
　以上、審査結果の要旨を説明したが、橋本直子氏の論文は博士学位申請論文としての水準に達しており、
博士学位の授与に値するものと判断する。
